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メッセージ項の解説　１．メッセージ項目およびコードリスト一覧 　（２）コードリスト一覧
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項目名 コード 意味 補足等

75 商品コード区分 ００４ EAN（ＪＡＮ)/UCC8桁 181 ＰＢ区分 ０１ ＰＢ商品

００５ EAN(ＪＡＮ）/UCC13桁 ０２ ＰＢ商品以外

００６ EAN/UCC14桁（GTIN） 182 配送温度区分 ０１ 常温

００７ ITF14桁 ０２ チルド GDSに準拠

０１５ UPC12桁 ０３ 冷蔵

０１６ UPC8桁 ０４ 冷凍

９９９ 自社コード ０５ 超冷凍

154 発注単位コード ００ 個 183 酒区分 ０１ 酒

ｇ ０２ 酒以外

Kg 184 処理種別 ０１ 発注仕入 ①チェーンストア伝票の伝票区分にあたる。０１～０５を

cm ０２ 返品 業界標準コードとして設定。内容は参照しない。

ｍ ０３ 移動 ②移行期や伝票レス浸透までの間、小売独自の

ｍｌ（ｃｃ） ０４ 値引 伝票区分を使用できる。但し、処理種別の内容で

L ０５ 委託 卸･ﾒｰｶｰ側に判断を求めることが無いようにする。

・・・ ＮＮ その他、小売独自コード
③②により、小売各社で０１～０５が別の意味で使用
される場合もある。

155 発注荷姿コード ０１ バラ 185 配送料免除区分 ０１ 負担有 返品時の配送料の負担の有無

０２ ボール ０２ 負担無

０３ ケース 186 伝票レス区分 ０１ 伝票レス

０４ パレット ０２ 伝票あり

０５ バンドル 187 返品・値引理由コード １００ 受領後の訂正 ００１～０９９番は自社独自コードを設定可能。

156 出荷荷姿コード ００ 無指定 188 訂正区分 ００ 訂正なし

０１ バラ ０１ 商品違い（取引先責）

０２ ボール ０２ 価格違い（取引先責）

０３ ケース ０３ 誤仕分け（取引先責）

０４ パレット ０４ 汚破損（取引先責）

０５ バンドル ０５ 遅納品（取引先責）

171 商品区分 ０１ 定番 ０６ 鮮度基準外（取引先責）

０２ 準特価（中目） ０７ 数量不足（取引先責）

０３ 特売（チラシ） ０８ 数量過多（取引先責）

172 発注区分 ０１ 本部（計画）発注 ０９ その他（小売責）

０２ 店舗（追加）発注 189 請求区分 ０１ 今回請求 請求は月単位とは限らないので、「回」表現を使用

０３ センター発注 ０２ 前回繰越請求

０４ 客注 190 未払買掛区分 ０１ 買掛（商品代金）

０５ 要望発注 ０２ 未払い金（商品以外の代金）

０６ 初回発注 191 照合結果 ００ 無指定

０７ ギフト発注 ０１ 請求照合分支払 支払対象

173 出荷データ有無区分 ０１ 出荷データ作成要 ０２ 請求のない返品・値引・相殺 支払対象

０２ 出荷データ作成不要 ０３ 再調査請う 支払対象外

174 ＥＯＳ区分 ０１ ＥＯＳ発注 ０４ 計上払対象 支払対象

０２ 非ＥＯＳ発注 192 支払内容 １００１ 仕入明細 支払明細

175 納品経路 ００ 無指定 １００２ 返品明細

０１ 店舗直納 １００３ 移動明細

０２ センター納品 １００４ 値引明細

０３ 小売預り在庫より出荷 １００５ 委託明細

176 便Ｎｏ ００ 無指定 ２０００ 相殺明細（代表コード） 相殺明細内容は支払内容（個別）で表記する。

０１～０９ １便～９便 ３００１ 相殺前支払額 支払合計。振込手数料、消費税は各項目別に

１１ プロパー便 定番ゴンドラに陳列する商品を運ぶ便 ３００２ 相殺合計 支払内容（個別）で明記､対応

１２ エンド便 エンドに陳列する商品を運ぶ便 ３００３ 支払額

177 通過在庫区分 ００ 無指定 納品経路＝店舗直納の場合 196 支払方法区分 ０１ 手形

０１ ＴＣ ０２ 銀行振込

０２ 預りＤＣ 197 欠品区分 ００ 欠品なし

０３ 買取ＤＣ １１ マスターメンテミス（小売責） 以下頭１桁１は小売責、2は取引先責

178 納品区分 ００ 無指定 １２ 発注ミス（小売責）

０１ 総量納品 ２１ 納入者品切（取引先責）

０２ 店別納品 ２２ メーカー品切（取引先責）

０３ 直接納品なし 201 税区分 ００ 無指定

179 センター納品詳細指示 ０１ オリコン納品有り ０１ 原売価内税

０２ オリコン納品無し ０２ 原価外税売価内税

０３ ソーター使用 ０３ 非課税

０４ ソーター未使用 ０４ 不課税

０５ その他 ０５ 原価外税売価外税

180 商品移動区分 ０１ 商品移動有り

０２ 商品移動無し

GDSの「バーコードタイプリスト」に準拠
ＧＤＳのコードを盛り込み済み

共同実証では、00番のみ使用。
他商材で必要なものが出てきた場合に追加。

納品経路＝センター納品の場合

今回の標準化は、00～04までとする。
21～99は自社独自コードを設定可能。
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